
第63期定時株主総会の招集に際しての
交付書面非記載事項

連 結 注 記 表

個 別 注 記 表

（2025年４月１日から2026年３月31日まで）

和 弘 食 品 株 式 会 社

上記事項につきましては、法令及び当社定款第16条の規定に基づ
き、書面交付請求をいただいた株主様に対して交付する書面（電子
提供措置事項記載書面）への記載を省略しております。
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連 結 注 記 表
１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
（1）連結の範囲に関する事項

①連結子会社の数及び名称
連結子会社の数 １社
連結子会社の名称 WAKOU USA INC.

②主要な非連結子会社の名称
主要な非連結子会社の名称
WAKOU RAMEN(Thailand)Co.,Ltd.、和弘エキス株式会社、WAKOU RAMEN UK LTD.
連結の範囲から除いた理由
非連結子会社は、いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持

分に見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲から除いております。

（2）持分法の適用に関する事項
持分法を適用しない非連結子会社の数及び主要な会社等の名称
①持分法を適用しない非連結子会社の数 3社
②主要な会社等の名称
非連結子会社
WAKOU RAMEN(Thailand)Co.,Ltd.、和弘エキス株式会社、WAKOU RAMEN UK LTD.
持分法を適用しない理由
持分法非適用会社は、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法

の対象から除いても連結計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため、持分法の範囲から
除いております。

（3）連結子会社の決算日に関する事項
連結子会社の決算日と連結決算日は一致しております。

（4）会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
ⅰ その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
・市場価格のない株式等

主として移動平均法による原価法
ⅱ 棚卸資産
・商品及び製品、
仕掛品、原材料

総平均法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

・貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算
定）

ⅲ デリバティブ 時価法
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② 重要な固定資産の減価償却の方法
ⅰ 有形固定資産 定率法
（リース資産及び使用権
資産を除く）

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取
得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
主な耐用年数
建 物 ７〜50年
機械及び装置 ３〜15年

ⅱ 無形固定資産 定額法
（リース資産及び使用権
資産を除く）

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用
しております。

ⅲ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用しております。

ⅳ 使用権資産 定額法

③ 重要な引当金の計上基準
ⅰ 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
ⅱ 賞与引当金 従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づく当連結会計年度負担額を計上しております。
ⅲ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく当連結会計年度末要支給額を計上

しております。
ⅳ 執行役員退職慰労引当金

執行役員の退職慰労金の支給に備えるため、執行役員規程に基づく当連結会計年度末要支給額を計上し
ております。

④ 退職給付に係る資産及び負債の計上基準
従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づ
き、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計上しております。
なお、認識すべき年金資産が、退職給付債務を超過する場合には、退職給付に係る資産として投資その
他の資産に計上しております。
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⑤ 収益及び費用の計上基準
当社グループは、主に食品製造事業における製商品の販売を行っております。これら製商品の国内販売
については、出荷時から当該製商品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間であるため出
荷時点で収益を認識しており、輸出販売については、製商品の船積完了時に収益を認識しております。
国外販売については、顧客に検収された時点において顧客が当該製商品に対する支配を獲得し、履行義
務が充足されると判断していることから、製商品が顧客に検収された時点で収益を認識しております。
また、収益は顧客との契約において約束された対価から、値引きや契約条件及び過去の実績等に基づき
最頻値法を用いて見積もった割戻し等を控除した金額で測定しております。
なお、製商品の販売のうち、当社グループが代理人に該当すると判断したものについては、顧客から受
取る対価の総額から仕入先に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識しております。
さらに、収益は顧客との契約において約束された対価から、販売手数料等の顧客に支払われる対価を控
除した金額で測定しております。
取引の対価は履行義務を充足してから数ヶ月以内に受領しており、重要な金融要素は含まれておりませ
ん。

⑥ 重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理し
ております。なお、在外子会社の資産及び負債は決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び
費用は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定に含めてお
ります。
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2．会計上の見積りに関する注記
日本セグメントにおける商品及び製品の評価

（1）当連結会計年度の連結計算書類に計上した金額 1,403,807千円
このうち、日本セグメントにおける商品及び製品 910,177千円

（2）連結計算書類利用者の理解に資するその他の情報
① 算出方法

当社の商品及び製品は、貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定しており、期末における正味売
却価額が帳簿価額を下回っている場合には、当該正味売却価額をもって貸借対照表価額としております。

② 主要な仮定
日本セグメントにおける商品及び製品の評価における主要な仮定は、商品及び製品の見積売価であります。連結会計年度末に

おける商品及び製品の正味売却価額は、見積売価に期末在庫数量を乗じて算出しております。正味売却価額については、売却市
場で実際に販売可能な価額として連結会計年度末日前の販売実績に基づいておりますが、直近の販売実績がない商品及び製品の
正味売却価額は、過去の販売実績を踏まえた見積りにより算定しております。

③ 翌連結会計年度の連結計算書類に与える影響
市場環境の変化により実際の販売価格が見積売価より著しく下落した場合には、翌連結会計年度の損益に重要な影響を及ぼす

可能性があります。
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3．連結貸借対照表に関する注記
（1）担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産 建物及び構築物 459,118千円

土地 482,214千円
計 941,333千円

② 担保に係る債務 １年以内返済予定の長期借入金 206,592千円
長期借入金 98,188千円
計 304,780千円

（2）有形固定資産の減価償却累計額 7,427,577千円

（3）有形固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額
機械及び装置 27,200千円
工具器具備品 6,290千円

4．連結株主資本等変動計算書に関する注記
（1）発行済株式の総数に関する事項

当連結会計年度末における発行済株式の種類及び株式数
普通株式 2,847千株

（2）剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額等

決 議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日
2025年５月15日
取 締 役 会 普通株式 241,756千円 97円 2025年３月31日 2025年６月30日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度になるもの

決 議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり配当額 基準日 効力発生日
2026年５月15日
取 締 役 会 普通株式 利益剰余金 249,510千円 100円 2026年３月31日 2026年６月25日
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5．金融商品に関する注記
（1）金融商品の状況に関する事項

当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、銀行等金融機関からの借入により資金を調達しております。
受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行い、リスク低減を図っております。ま

た、投資有価証券は株式であり、上場株式については四半期ごとに時価の把握を行っております。
買掛金及び未払金は、殆どが４ヶ月以内の支払期日であります。
借入金の使途は運転資金（主として短期）及び設備投資資金（長期）であります。
ファイナンス・リース取引に係るリース債務は、すべて1年以内に返済予定の短期債務であります。
デリバティブ取引は、和弘食品株式会社の外貨建金銭債務に係る為替相場の変動によるキャッシュ・フローの変動リスクを軽減

するために利用し、投機的な取引は行わないものとしております。また、執行・管理に関しては、取引権限等を定めた社内規程に
従い実施しております。

（2）金融商品の時価等に関する事項
2026年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであり

ます。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額3,100千円）は、「その他有価証券」には含めておりません。また、現
金は注記を省略しております。預金、受取手形及び売掛金、短期貸付金、買掛金、未払金、短期借入金は短期間で決済されるため
時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。連結貸借対照表計上額の重要性が乏しい科目についても、記載を
省略しております。

（単位：千円）

連結貸借対照表計上額 時価 差額（千円）

（1）投資有価証券

その他有価証券 1,527,629 1,527,629 −

資産計 1,527,629 1,527,629 −

（1）長期借入金（1年内返済予定を含む） 668,505 652,262 △16,242

（2）リース債務（流動負債及び固定負債） 1,022,537 946,659 △75,878

負債計 1,691,042 1,598,921 △92,120

デリバティブ取引（注） 50,506 50,506 −

（注）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しております。
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（3）金融商品の時価の適切な区分ごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しておりま

す。
レベル１の時価：同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２の時価：レベル１のインプット以外の直接又は間接的な観察可能なインプットを用いて算定した時価
レベル３の時価：重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのう

ち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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① 時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

投資有価証券

その他有価証券

株式 1,527,629 − − 1,527,629

資産計 1,527,629 − − 1,527,629

デリバティブ取引 − 50,506 − 50,506

② 時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

長期借入金 − 652,262 − 652,262

リース債務 − 946,659 − 946,659

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券
上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベル１の時価に分類
しております。

デリバティブ取引
金利スワップ及び為替予約の時価は、金利は為替レート等の観察可能なインプットを用いて割引現在価値法により算定しており、
レベル２の時価に分類しております。

長期借入金、リース債務
これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価値法により算定して
おり、レベル２の時価に分類しております。
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6．収益認識に関する注記
（1）顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

製品及び商品の販売

合計製品の販売
商品

別添用 業務用 天然エキス

地域別

日本 4,542,492 6,873,607 117,242 1,331,298 12,864,641

米国 170,095 3,900,240 − 408,282 4,478,617

合計 4,712,588 10,773,847 117,242 1,739,580 17,343,258

収益認識の時期

一時点で移転される財 4,712,588 10,773,847 117,242 1,739,580 17,343,258
一定期間にわたり移転される
サービス − − − − −

外部顧客への売上高 4,712,588 10,773,847 117,242 1,739,580 17,343,258

（2）顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報
「１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等 （4）会計方針に関する事項 ⑤収益及び費用の計上基
準」に記載のとおりであります。

（3）当連結会計年度及び翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
契約負債は主に、製商品の検収前に顧客から受け取った対価であり、連結貸借対照表上、流動負債のその他に含まれておりま

す。
顧客との契約から生じた契約負債の期首残高及び期末残高は、以下のとおりであります。

（単位：千円）

当連結会計年度

顧客との契約から生じた債権（期首残高） 2,152,567

顧客との契約から生じた債権（期末残高） 2,335,525

契約負債（期首残高） 26

契約負債（期末残高） 4,540

7．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 4,134円56銭
１株当たり当期純利益 462円27銭（期中平均発行済株式総数から期中平均自己株式数を控除した株式数で算出して

おります。）
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8．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

9．その他の注記
該当事項はありません。

10．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個 別 注 記 表
１．重要な会計方針に係る事項
（1）資産の評価基準及び評価方法
① 関係会社株式 移動平均法による原価法
② その他有価証券
・市場価格のない株式等以外のもの

時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
・市場価格のない株式等

主として移動平均法による原価法
③ 棚卸資産
・商品及び製品、
仕掛品、原材料

総平均法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）

・貯蔵品 最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算
定）

④ デリバティブ 時価法

（2）固定資産の減価償却の方法
① 有形固定資産 定率法
（リース資産を除く） ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以降に取

得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採用しております。
主な耐用年数
建物 ７〜50年
機械及び装置 ３〜15年

② 無形固定資産 定額法
（リース資産を除く） なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法を採用

しております。
③ リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用しております。

（3）引当金の計上基準
① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については、個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。
② 賞与引当金 従業員賞与の支給に備えるため、支給見込額に基づく、当事業年度負担額を計上しております。
③ 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき、

退職給付債務から年金資産の額を控除した額を引当金として計上しております。なお、認識すべき年金
資産が、退職給付債務を超過する場合には、前払年金費用として投資その他の資産に計上しておりま
す。

④ 役員退職慰労引当金 役員の退職慰労金の支給に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく当事業年度末要支給額を計上して
おります。

⑤ 執行役員退職慰労引当金 執行役員の退職慰労金の支給に備えるため、執行役員規程に基づく当事業年度末要支給額を計上してお
ります。
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（4）収益及び費用の計上基準
①商品及び製品の販売
当社は、主に食品製造事業における製商品の販売を行っております。これら製商品の国内販売につい

ては、出荷時から当該製商品の支配が顧客に移転される時までの期間が通常の期間であるため出荷時点
で収益を認識しており、輸出販売については、取引条件に応じて製商品の船積完了時又は顧客に検収さ
れた時点で収益を認識しております。また、収益は顧客との契約において約束された対価から、値引き
や契約条件及び過去の実績等に基づき最頻値法を用いて見積もった割戻し等を控除した金額で測定して
おります。
なお、製商品の販売のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、顧客から受取る対

価の総額から仕入先に対する支払額を差し引いた純額で収益を認識しております。
さらに、収益は、顧客との契約において約束された対価から、販売手数料等の顧客に支払われる対価

を控除した金額で測定しております。
②ライセンスの供与
当社の知的財産に関するライセンスを含む製品を販売することにより生じるロイヤリティ収入が生じ

ております。ロイヤリティ収入は、ライセンス先の企業の売上高に基づいて生じるものであり、ライセ
ンス先の企業において当該製品が販売された時点で収益を認識しております。
取引の対価は履行義務を充足してから数ヶ月以内に受領しており、重要な金融要素は含まれておりま

せん。

（5）重要な外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準
外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお
ります。

2．表示方法の変更
貸借対照表
前事業年度において「投資その他の資産」の「その他」に含めておりました「関係会社長期貸付金」（前事業年度40,000千円）に

ついては、重要性が高まったため、当事業年度においては区分掲記しております。

3．会計上の見積りに関する注記
商品及び製品の評価
（1）当事業年度の計算書類に計上した商品及び製品の金額 910,177千円

（2）計算書類利用者の理解に資するその他の情報
「連結注記表2．会計上の見積りに関する注記 日本セグメントにおける商品及び製品の評価（2）連結計算書類利用者の理解に
資するその他の情報」に同一内容を記載しているため、注記を省略しております。
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4．貸借対照表に関する注記
（1）担保に供している資産及び担保に係る債務
① 担保に供している資産 建物 455,014千円

構築物 4,103千円
土地 482,214千円
計 941,333千円

② 担保に係る債務 １年以内返済予定の長期借入金 206,592千円
長期借入金 98,188千円
計 304,780千円

（2）有形固定資産の減価償却累計額 5,915,641千円

（3）有形固定資産の取得価額から控除した圧縮記帳額
機械及び装置 27,200千円
工具器具備品 6,290千円

（4）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務
金銭債権 売掛金 128,670千円

未収入金 34,400千円
金銭債務 買掛金 43,757千円

未払金 5,126千円

5．損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

（1）営業取引
売上高 349,293千円
仕入高 315,083千円

（2）営業取引以外の取引
受取利息 2,397千円
支払利息 19,382千円
関係会社受取配当金 443,700千円

6．株主資本等変動計算書に関する注記
自己株式の数に関する事項等
事業年度末における自己株式の種類及び株式数
普通株式 352千株
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7．税効果会計に関する注記
繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
未払事業税 14,328千円
賞与引当金 95,929千円
未払費用 19,012千円
役員退職慰労引当金 66,159千円
執行役員退職慰労引当金 2,895千円
投資有価証券評価損 126千円
関係会社株式評価損 487,691千円
ゴルフ会員権評価損 7,139千円
その他 42,919千円
繰延税金資産小計 736,201千円
評価性引当額 △598,340千円
繰延税金資産合計 137,861千円

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △452,179千円
前払費用（年金掛金） △30,131千円
その他 △8,495千円

繰延税金負債合計 △490,806千円
繰延税金負債の純額 △352,944千円

8．収益認識に関する注記
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報については、「1.重要な会計方針に係る事項 （4）収益及び

費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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9．関連当事者との取引に関する注記
重要な関連当事者との取引は以下のとおりです。

属性 名称 議決権等の所有
（被所有）割合

関連当事者
との関係 取引内容 取引金額

（千円） 科目 期末残高
（千円）

子会社 WAKOU USA INC. 所 有
直 接 100％

製品の販売
役員の兼任
役務の提供
資金の借入

製品の販売
（注1） 307,101 売掛金 128,222

ロイヤリティの
受取（注2） 40,676

未収入金 15,020関係会社
受取配当金 443,700

資金の借入
（注3） ― 関係会社

短期借入金 477,915

支払利息
（注3） 19,382 未払金 5,110

取引条件及び取引条件の決定方針等
（注1）製品の販売については、市場価格等を勘案し、価格交渉の上、決定しております。
（注2）ロイヤリティの受取については、子会社との間での合理的な基準により決定しております。
（注3）資金の借入については、市場金利を勘案し利率を合理的に決定しております。

10．１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 2,440円52銭
１株当たり当期純利益 335円85銭（期中平均発行済株式総数から期中平均自己株式数を控除した株式数で算出して

おります。）

11．重要な後発事象に関する注記
該当事項はありません。

12．その他の注記
該当事項はありません。

13．記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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